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｢創意と工夫｣が地域の力に
特区における効果

例)再利用監定制度対象廃棄物拡大:約3.000億円 

例)官民共同窓口による職業紹介:約6,800人 

例)介鼓事業所[=おける障害者など受け入れ:約3万2.000人 

例)どぶろく魁造免許要件の緩和:約27万人 
国立.国定公園における催しの容易化:約15万人 

●交通関係利用者数:約82万人利用 凭��7ｸ8�986X4(4�tﾆGH暮�yy駅��)�Cｩo��)iﾉ�ﾂ�
力-シェアリング無人化貸蛮可酸化実施音数:約2.DOO人 

●教育関係対象施設数:約2.800校 ��

学校や地域の責任者が協力し
志ある優秀なリーダーの育成を
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